
 

平成 27 年８月 

これからの稲沢市のあり方に関する職員アンケート調査 

 

現在、本市では、「稲沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略」及び「第６次稲沢市総合計画」の

策定に向けた検討を進めています。 

その一環として、今後の稲沢市のまちづくりの方向性や、中長期的な展望のもとで対応すべき

課題などについて、幅広くご意見をいただき、計画へ反映させることを目的に、職員の皆様を対

象にアンケート調査を実施いたします。 

ご多忙の折、大変恐縮ですが、■月■日（■）までにご回答いただきますよう、よろしくお願

いいたします。 

なお、調査結果はすべて統計データとして扱います。他の目的のためにデータを使用したり、

個人情報が外部に漏れることは一切ありませんので、忌憚のないご意見をお聞かせ下さい。 

 

問合先：市長公室企画政策課（内線 217、218） 

 

■回答にあたってのお願い 

 回答にあたっては、特に記載のない場合は、該当する項目の番号に○印をつけてください。「そ

の他」を選択した場合は、（   ）内にその内容をご記入ください。 

 

 

■あなた自身のことについてお答えください。（○は１つだけ） 

□性別 １ 男性 ２ 女性 

 

□年代 １ 20代以下  ２ 30代  ３ 40代  ４ 50代以上 

 

□住まい １ 持家（戸建て） ２ 持家（マンション） 

 ３ 借家（戸建て） ４ 借家（アパート・マンション） 

 ５ その他（        ） 

 

□家族構成 １ 一人暮らし  ２ 親・きょうだいと本人 

 ３ 配偶者と本人  ４ 配偶者と子と本人 

 ５ ３世代同居  ６ その他（        ） 

 

■現在の住まいと居住地としての稲沢市の評価 

問１ あなたの現在のお住まいについてお聞かせください。（○は１つだけ） 

１ 稲沢市内 ※問２にお進みください。 

２ 稲沢市外 ※問５にお進みください。 
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【問１で「１ 稲沢市内」と回答した方にお尋ねします】 

 

問２ お住まいの地区はどこですか。（○は１つだけ） 

１ 稲沢   ２ 小正   ３ 下津   ４ 明治   ５ 千代田 

６ 大里西  ７ 大里東  ８ 祖父江  ９ 平和 

 

問３ これまでの居住経緯についてお聞かせください。（○は１つだけ） 

１ これまで稲沢市で生活している（市外への転居経験はない） 

２ 市外へ転居したことがあるが、今は稲沢市で生活している 

３ 市外出身だが、今は稲沢市で生活している 

 

問４ 稲沢市の住みやすさについてお聞かせください。（○は１つだけ） 

１ 住みやすい ２ どちらかといえば住みやすい 

３ どちらかといえば住みにくい ４ 住みにくい 

【問１で「２ 稲沢市外」と回答した方にお尋ねします】 

 

問５ お住まいの市町村名についてお聞かせください。 

［         ］ 

 

問６ これまでの居住経緯についてお聞かせください。（○は１つだけ） 

１ 以前は稲沢市で生活していたが、今は市外へ転居している 

２ これまで稲沢市で生活したことはない（市内での居住経験はない） 

 

問７ 稲沢市外で居住する理由をお聞かせください。（○はいくつでも） 

１ 市外で生まれ育ち、稲沢市に地縁がないから 

２ 稲沢市内に希望に合う賃貸物件がなかったから 

３ 稲沢市内に希望に合う土地・建物がなかったから 

４ 家族の通勤・通学の都合による 

５ 自治会への入会など地域の慣習になじまないから 

６ 稲沢市よりも現在の居住地のサービスや施設が充実しているから 

７ その他（                         ） 

 

問８ 今後、稲沢市へ住んでみたいと思いますか。（○は１つだけ） 

１ 住んでみたい ２ どちらかといえば住んでみたい 

３ どちらかといえば住みたくない ４ 住みたくない 
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問９ 次の中で、稲沢市以外で住んでみたい、暮らしやすそうと思う近隣の自治体はありますか。

（○はいくつでも） 

１ 名古屋市 ２ 一宮市 ３ 北名古屋市 

４ 清須市 ５ あま市 ６ 津島市 

７ 愛西市 ８ その他（       ） ９ なし 

 

   上記の自治体を選択した理由をお聞かせください。 

 

 

問 10 他の自治体と比較して、環境や各種サービスの状況において稲沢市が優れている点、改善

が望まれる点について、次の中からそれぞれ２つまで選んで回答欄にご記入ください。 

１ 自然環境 ２ 住環境 

３ 医療・福祉サービス ４ 教育施設・教育環境 

５ 保育施設・子育てサービス ６ 買い物・外食 

７ 雇用の場 ８ 鉄道 

９ 道路 10 バス 

11 公共施設（公園、文化施設など） 12 市民参画・協働 

13 地域コミュニティ 14 安全・安心（防災・防犯） 

15 その他（             ） 

優れている点 

 

  

   
改善が望まれる点 
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■人口減少社会において稲沢市が目指すべき方向性 

 

下記グラフに示すとおり、国、県及び稲沢市の人口は将来的に減少することが予測されていま

す。特に本市では 2010年の 136,442人から大きく減少し、2040年には 111,867人にまで減少し、

2010年比で 82.0％になる見通しにあります。 

 

【グラフ出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 24 年 1 月推計）」「日本の地域別将来推計人口（平成 25 年 3 月推計）」】 

 

問 11 あなたは本市がこのような人口減少局面を迎えるとの推計結果を知っていましたか。（○

は１つだけ） 

１ 知っていた 

２ なんとなく聞いたことがある 

３ 知らなかった 

問 12 上記の推計結果は、地域の政策や経済情勢等の要因を加味していないため、実際は上下に

変動する可能性があります。稲沢市を取り巻く状況を踏まえると、将来の人口はどのよう

になると思いますか。（○は１つだけ） 

１ 名古屋に近い等、本市はポテンシャルが高いため、ここまで減少しないと思う 

２ 概ねこの程度になると思う 

３ 本市は発展余地が少ないため、もっと減少すると思う 

４ その他（                          ） 

 

 

人口減少への対応には、大きく二つの方向性が考えられます。一つは、転入促進で人口の社会

増を図ったり、出生率を向上させることにより人口減少に歯止めをかけ、将来的に人口構造その

ものを変えていこうとする「積極戦略」です。もう一つは、仮に出生率の向上を図っても今後数

十年間の人口減少は避けられないことから、今後の人口減少に対応し、効率的かつ効果的な社会

システムを再構築する「調整戦略」です。本市では、この二つを同時並行的に進めていくことが

必要となります。 
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問 13 今後、稲沢市が人口減少への対応を進めていくうえで、どのような取り組みが特に重要に

なると思いますか。（○は３つまで） 

 

１ 企業誘致や地域企業振興を行い、雇用を拡大させて経済を活性化させる取組み 

２ ６次産業化・ブランド化などにより農業の競争力を強化する取組み 

３ 観光資源の活用、新たな観光資源の創出など観光を振興させる取組み 

４ 移住希望者に対する情報提供・募集の取組み 

５ 移住希望者に対する住宅取得等の費用助成の取組み 

６ 出会いの機会創出など結婚につながる取組み 

７ 相談事業の充実など、妊娠・出産・子育て段階における子育て支援の取組み 

８ 特別保育や学童保育の充実など、保育環境整備の取組み 

９ 保育料軽減など、子育てに係る経済的支援の取組み 

10 都市のコンパクト化と公共交通網の再構築の取組み 

11 商店街の再興や国府宮駅前広場整備など、中心市街地活性化の取組み 

12 市街地拡大や宅地供給など、転入者の受け皿となる多様な住宅ストックを増やす取組み 

13 医療や福祉を充実させ、誰もが安心して暮らせる地域を目指す取組み 

14 介護予防や認知症予防など、高齢者の健康寿命の向上を目指す取組み 

15 地域を担う子どもたちへの教育環境整備の取組み 

16 地域を担う子どもたちの故郷への誇りと愛着を醸成する取組み 

17 公共施設の再編など、社会システムを人口減少社会に見合う形に再構築する取組み 

18 市境や県境を超えて周辺自治体が連携し、地域全体で公共サービスを行う取組み 

18 その他（                         ） 

 

■子育て支援環境の評価 

問 14 他自治体と比較して、稲沢市の子育て支援環境は充実していると思いますか。（○は１つ

だけ） 

１ そう思う ２ 割とそう思う ３ あまり思わない ４ 思わない 

５ わからない 
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問 15 稲沢市の子育て支援について、本市の取組みはどの点が優れていると思いますか。また、

結婚・出産・子育ての希望をかなえて少子化に歯止めをかけるため、稲沢市が今後もっと

充実させるべき取組みは何でしょうか。次の中からそれぞれ３つまで選んで回答欄にご記

入ください。 

１ 保育サービスの供給量（保育園数、定員数） 

２ 特別保育 

３ 幼児教育 

４ 学校教育 

５ 放課後児童クラブ 

６ 子育て相談・情報提供 

７ 親と子の居場所・交流の機会・場 

８ 母子保健 

９ 小児医療体制、医療費助成 

10 家庭や地域の子育て力・教育力 

11 児童館・児童センター 

12 公園、児童遊園 

13 図書館の児童書や読み聞かせイベント等の充実 

14 ひとり親家庭の支援 

15 障害児とその家庭への支援 

16 子育て家庭への経済的支援 

17 ワークライフバランスの支援 

18 産休・育休の取得や再就職の支援 

19 その他（                                 ） 

20 わからない 

21 特になし 

優れている点 

 

   

    

改善が望まれる点 
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■若い世代が暮らしやすい稲沢市 

問 16 これからの稲沢市を担う若い世代にとって暮らしやすい環境を実現するために、どのよう

なことを充実する必要があると思いますか。（○は３つまで） 

１ 市内の正規雇用の創出          ２ 市内のパート勤務先の確保 

３ 就労・正社員化の支援          ４ 婚活の支援 

５ 子育て支援               ６ 仕事と家庭の両立の推進 

７ 職場における女性の活躍支援       ８ 住宅用地の確保 

９ 多様な住宅の供給（賃貸、マンション等） 10 移住希望者の募集・支援 

11 観光・特産品・文化等まちの魅力の向上   

12 商店街の再興や駅前再開発など都市機能の充実  

13 周辺市が連携した地域全体の魅力向上 

14 その他（               ） 

15 特にない 

 

問 17 2020年に東京オリンピック・パラリンピック開催、2027年に東京（品川）－名古屋間の

リニア中央新幹線開業が予定されています。このような中長期的な動向を踏まえ、稲沢市

として取り組むべきことは何か、あなたの考えをお聞かせください。 

 

 

■活用すべき地域資源、人財、団体等 

問 18 これから稲沢市が魅力あるまちづくりを行い、市内外にＰＲしていくにあたり、活用すべ

き地域資源をご提案ください。 

名称 分野 活用方法 例：コミュニティ活動の核施設、新たな観光集客への期待など 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  



 

8 

 

問 19 今後、「稲沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略」及び「第６次稲沢市総合計画」を策定

するにあたり、市民参画の一環として、市民インタビュー（企業・各種団体へのインタビ

ュー）やワークショップを行う予定です。そうした市民参画の取組みの中で、ぜひとも知

見（見識、ノウハウ）を活用すべき人財、団体、企業等をご存じでしたら、ご教示くださ

い。 

① 活用すべき人財 

氏名 職業・分野 推薦理由 

例：●●の活動実績など 

連絡先 

（電話、メール） 

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

② 活用すべき企業・団体 

名称 主な活動内容 推薦理由 

例：●●の活動実績など 

連絡先 

（電話、メール） 

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

   

 

■施策・事業の優先順位づけ 

問 20 将来的に、本市が（行政として）取り組む必要があると考えられる新規施策・事業があれ

ばご提案ください。他自治体等で参考事例があれば自治体名等も併せて明記してください。 

① 
 

② 
 

③ 
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問 21 これからも、本市が（行政として）必ず継続あるいは拡大して取り組むべきと考えられる

施策・事業についてご記入ください。 

① 
 

② 
 

③ 
 

 

問 22 今後、本市が（行政として）事業規模の縮小あるいは廃止など、今までの実施方法を見直

すべき施策・事業があればご記入ください。 

① 
 

② 
 

③ 
 

 

■現行計画とその年次管理体制について 

問 23 現在の「第５次稲沢市総合計画」（推進計画を含む）や施策評価等の年次管理体制につい

て、改善すべき点があれば、その手法等をご提案ください。 

 

 

 

 

 

 

 

■自由意見 

問 24 その他、今後の稲沢市のまちづくりに関して、ご意見等があればご記入ください。 
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■職員プロジェクトチームへの参加の意向 

問 25 今後、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」や「第６次稲沢市総合計画」の策定及び推進

において、施策の調査や研究、実践等を行うなど、本市のまちづくりについて機動的に関

わっていくようなプロジェクトチームを、職員有志で組織化することを考えています。つ

きましては、こうしたプロジェクトチームが設置された場合、個人として参加する意志は

ありますか。（○は１つだけ） 

１ 参加したい ※sousei@city.inazawa.aichi.jp までご連絡を 

２ 参加したくない 

３ わからない 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。アンケートの結果は、後日庁議等で報告いた

します。 


